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解析に有効な７種類の濃度の輸送方程式に基づく差分法(FDM: Finite Difference 
Method)と(2)血小板凝集の流動解析に用いられる粒子法の１つである散逸粒子動力学






























加えるため，FDM と DPD のハイブリッド法を開発した．この方法では，FDM での濃
度と DPD での粒子数密度が時間ステップ毎にデータが変換されるアルゴリズムを新た
に開発した．この手法による計算の結果，２つの手法をつなぐ変換のアルゴリズムでの












のパラメータの選定により，血栓生成率を FDM のみや DPD のみに比べて，高精度に
予測できること，(2)ハイブリッド法での予測精度と計算速度の最適化については，仮想
粒子を用いて粒子数が少なくても精度を維持しながら CPU 時間を短縮できること，な
どを明らかにしている．本論文で提案された方法は，血液流れをともなう医用流体機器
の血栓形成予測などの CFD の医療機器設計への貢献はいうまでもなく，本論文で提案
された仮想粒子を用いて凝集をともなう化学変化の流れの解析に対しても貢献が期待
できる． 
 また，公聴会においても，多数の出席者があり，種々の質問がなされたが，いずれも
著者の説明によって質問者の理解が得られた． 
 以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
